
　
日
本
の
工
業
を
取
り
巻
く

環
境
が
楽
観
視
で
き
な
い
な

か
で
、
会
員
が
自
社
を
成
長

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
「
自

身
の
成
長
し
か
な
い
」と
し
、

「
心
技
体
を
磨
け
！
」
を
統

一
テ
ー
マ
に
し
た
と
い
う
。

統
一
テ
ー
マ
と
と
も
に
「
楽

し
も
う
！
！
」
と
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
も
設
定
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、
２
０
１

６
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支

決
算
書
の
ほ
か
、
17
年
度
の

事
業
計
画
書
・
収
支
予
算
書

な
ど
に
つ
い
て
審
議
。
す
べ

て
原
案
ど
お
り
に
承
認
さ
れ

た
。

　
稲
場
会
長
は
総
会
で
「
会

活
動
を
通
じ
、
何
を
学
ん
で

い
く
の
か
目
的
意
識
を
持
っ

て
臨
ん
で
ほ
し
い
。
な
ぜ
青

工
研
に
所
属
し
て
い
る
の
か

を
改
め
て
考
え
、
自
社
の
発

展
の
た
め
、
相
模
原
市
産
業

の
発
展
の
た
め
、
１
年
間
取

り
組
も
う
」
と
語
っ
た
。

　
17
年
度
の
役
員
は
以
下
の

通
り
。
【
監
事
】
大
峰
英
一

（
タ
イ
ホ
ー
社
長
）
鈴
木
道

雄
（
永
進
テ
ク
ノ
社
長
）【
副

会
長
】
酒
巻
利
光
（
テ
ク
ノ

フ
ロ
ン
テ
社
長
）
中
村
勝
彦

（
中
村
電
機
社
長
）
【
特
別

理
事
】
新
海
肇
（
新
海
製
作

所
社
長
）
【
理
事
】
田
中
裕

二
（
星
工
業
社
長
）
甲
斐
大

輔
（
相
模
カ
ラ
ー
フ
ォ
ー
ム

営
業
部
課
長
）
山
口
友
彦
（
清

水
原
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
専

務
）

　
　
　
■
　
　
　
　
■

　
総
会
後
に
行
わ
れ
た
通
常

総
会
懇
親
会
で
は
、
梅
沢
副

市
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
来

賓
や
青
工
研
Ｏ
Ｂ
な
ど
約
１

２
０
名
が
参
加
。
盛
大
な
懇

親
会
と
な
っ
た
。

　
工
業
部
会
は
５
月
29
日
の

午
後
４
時
半
～
同
６
時

ま

で
、
市
立
産
業
会
館
で
「
自

動
運
転
技
術
は
企
業
、
社
会

を
ど
う
変
え
る
？
」
と
題
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

建
設
業
部
会
、
交
通
運
輸
業

部
会
と
の
連
携
事
業
の

一

環
。

　
近
年
の
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

や
セ
ン
サ
ー
技
術
の
進
歩
に

伴
い
、
自
動
車
の
「
自
動
運

転
技
術
」
は
大
き
な
進
化
を

遂
げ
て
い
る
。
政
府
も
完
全

自
動
運
転
の
段
階
で
あ

る

「
レ
ベ
ル
４
」
ま
で
の
技
術

開
発
を
目
指
し
、
特
区
等
に

お
い
て
公
道
実
証
実
験
を
行

う
た
め
の
環
境
整
備
や
国
際

的
な
基
準
作
り
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
を
表
明
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
今
後
さ
ら
な
る
自

動
運
転
車
の
普
及
が
進

む

と
、
自
動
車
産
業
や
関
連
す

る
製
造
業
、
運
輸
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
の
既
存
産
業
は
ど
う

な
る
の
か
も
注
目
さ
れ
る
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
未
来
の

企
業
と
社
会
を
大
き
く
変
え

る
自
動
運
転
技
術
の
可
能
性

と
、
新
た
な
市
場
に
つ
い
て

解
説
す
る
。
講
師
に
は
、
浜

銀
総
合
研
究
所
の
主
任
研
究

員

で
自
動
車
産
業
担
当

（
完
成
車
・
部
品
・
流
通
）

を
務
め
る
深
尾
三
四
郎
氏
を

招
く
。
参
加
無
料
（
懇
親
会

は
２
０
０
０
円
）
。
定
員
50

人
。

　
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
産
業
振
興
課
０
４
２
（
７

５
３
）
８
１
３
６
ま
で
。

　
工
業
部
会
の
松
岡
康
彦
副

部
会
長
が
代
表
理
事
を
務
め

る
、
一
般
社
団
法
人
「
産
業

精
神
保
健
機
構
」
が
発
足
。

４
月
17
日
に
は
同
市
立
産
業

会
館
で
、
基
調
講
演
会
と
情

報
交
換
会
が
開
か
れ
た
。

　
基
調
講
演
会
で
は
、
機
構

の
特
別
理
事
を
務
め
る
北
里

大
学
の
田
中
克
俊
教
授
（
産

業
精
神
保
健
学
）
が
、
精
神

的
な
不
調
の
実
態
や
対
処
方

法
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
な
お
、
同
機
構
は
大
手
企

業
と
比
べ
立
ち
遅
れ
て
い
る

と
さ
れ
る
中
小
企
業
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
支
援
し

よ
う
と
、昨
年
発
足
し
た
産
・

学
・
士
業
に
よ
る
連
携
組
織
。

現
在
、
会
員
企
業
間
の
人
材

交
流
を
検
討
し
て
い
る
。
職

場
に
な
じ
め
ず
、
精
神
に
ス

ト
レ
ス
を
溜
め
る
可
能
性
が

あ
る
社
員
が
出
た
場
合
、
他

の
会
員
企
業
に
「
出
向
」
。

本
人
に
と
っ
て
出
向
先
が
最

適
と
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
転

籍
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
を

目
指
し
て
い
る
。

　
ブ
ル
ー
・
ス
タ
ー
Ｒ
＆
Ｄ

（
中
央
区
横
山
台
、
）
は
、

ミ
ニ
チ
ュ
ア
ベ
ア
リ
ン
グ
部

品
な
ど
の
小
型
精
密
部
品
向

け
に
、
１
台
で
バ
リ
取
り
・

研
磨
・
洗
浄
が
で
き
る
装
置

を
開
発
し
た
。
水
の
中
に
強

力
な
超
音
波
を
照
射
す
る
と

発
生
す
る
微
細
な
泡
「
キ
ャ

ビ
テ
ィ
ー
」
を
利
用
。
“
１

台
３
役
”
の
性
能
を
実
現
し

た
。
導
入
に
よ
り
作
業
時
間

の
大
幅
な
短
縮
化
に
つ
な
が

る
と
い
う
。

　
装
置
は
３
槽
構
造
。
「
六

角
回
転
か
ご
」
が
付
い
て
お

り
、
こ
こ
に
精
密
部
品
を
投

入
。
装
置
内
で
ゆ
っ
く
り
回

転
す
る
。

　
超
音
波
の
出
力
は
１
槽
、

２
槽
と
も
２
４
０
０
ワ

ッ

ト
。
水
の
み
で
研
磨
剤
な
ど

は
一
切
使
用
し
な
い
。
標
準

価
格
は
約
２
８
５
０
万
円
。

年
間
10
台
程
度
の
販
売
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
同
社
の
柴
野
佳
英
会

長

は
、
「
（
新
装
置
の
導
入
に

よ
り
）
大
変
重
労
働
で
手
間

の
か
か
る
作
業
か
ら
解
放
さ

れ
ま
す
。
人
手
不
足
の
中
で

競
争
力
確
保
に
も
つ
な
が
る

は
ず
で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

総会であいさつする稲場会長

統
一
テ
ー
マ
「
心
技
体
を
磨
け
！
」
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「
自
動
運
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テ
ー
マ
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携

新
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市
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探
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建
設
業
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交
通
運
輸
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会
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連
携
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稲
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働

第
37
回
通
常
総
会
を
開
催

青工研

（発行）
　かながわ経済新聞合同会社
　〒252-0239　
　相模原市中央区中央3-12-3
　商工会館本館１階
　※プリントしてご自由にお
　　読みください。

　
相
模
原
市
青
年
工
業
経
営
研
究
会
は
４
月
14
日
、
市

立
産
業
会
館
で
「
第
37
回
通
常
総
会
・
通
常
総
会
懇
親

会
を
開
催
し
た
。
横
江
利
夫
前
会
長
（
旭
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
社
長
）
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
稲
場
純
会
長
（
リ

ガ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
社
長
）
は
、
２
０
１
７
年
度
の
統
一

テ
ー
マ
と
し
て
「
心
技
体
を
磨
け
！
」
を
掲
げ
た
。


